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リバースギアシステム
取り扱い説明書
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1 ご挨拶

お客様各位

この度は弊社の「リバースギアキット」をお買い上

げいただき、誠にありがとうございます。

本製品は【安全で扱いやすいH-D】の実現をテーマ

とする弊社が、設計の段階から一貫して開発、実装試

験を繰り返してきた製品です。有限会社萬羽独自の構

造と機能を備え、品質の確かさともどもお客様の絶大

なるご支持をいただけるものと自負しております。こ

の製品は、従来より有限会社萬羽が開発、製造、販売

をしてまいりましたモデルを徹底的に見直すとともに、

長年のテーマでありました構造の簡略化と高品質化に

取り組んだ製品です。お客様の愛車に組み込まれまし

た後には、その性能と信頼性、品質にはきっとご満足

いただけるものと確信しております。

それではより快適なH-Dライフをお楽しみください。

（有）萬羽 社長　萬羽 一郎

作業上の注意と使用する工具

・作業を始める前に本説明書をよく読み、作業内容の概要をよく理解してください。

・組み付け作業、調整は、弊社が指定する販売店、サービスショップで実施してください。

・このキットの組み付けには特殊工具が必要になります。

作業を開始する前に用意しておいてください。

・その他の工具に関しては、作業内容に見合った適切な工具を使用してください。

使用工具

1  特殊工具(萬羽製)13Tソケットレンチは別売りとなります。

2  超硬5mmドリル

3  Loctite♯620（グリーン）と♯272赤強硬度

2   工具について

取付けには専用工具（別売り）が必要です。

警告：指定以外の接着剤は使用すると
破損のおそれがあります。
ロック剤は必ず上記製品をお使いください。
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3 キット内容の確認

作業を開始する前に、すべてのパーツを確認してください。全梱包内容は以下のとおりです。

1 リバースギア本体
2 ガスケット×1
3 シフトレバー×1st
4 Ｒカウンターギア（22Ｔ）×1st
5 Ｒメインギア（13Ｔ）×1st
6 コーションラベル
7 ロックタイト＃620
8 ブレーカーキースペア

警告：適切にセットアップされていること、作動が円滑であることを
確認した後、作業を行ってください。

作業を開始する前に、すべてのパーツを確認してください。全梱包内容は以下のとおりです。

1 リバースギア本体
2 ガスケット×1
3 シフトレバー×1st
4 Ｒカウンターギア（22Ｔ）×1st
5 Ｒメインギア（13Ｔ）×1st
6 コーションラベル
7 ロックタイト＃620
8 ブレーカーキースペア

警告：適切にセットアップされていること、作動が円滑であることを
確認した後、作業を行ってください。
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4  作業手順

STEP 1

 

1  メインシャフトとカウンターシャフトのナッ
トとワッシャーを取り外します。

2  メインシャフトとキット内にあるＲメインギ
ア（13T）の脱脂を行ってください。

3  次にRメインギアのネジ穴にロックタイト♯
620をたっぷりと塗布し、手で軽く締めます。

4  専用工具を使い本締めします。この部分の締
め付けはトルク110Nmで作業してください。こ
の後ロックタイトの硬化には24時間が必要とな
ります。

5  Rメインギアの本締めが終了したら、Rメイン
ギアにロックピンを挿入するための穴を加工しま
す。キットのRメインギアにはすでにガイドの穴
が開けてあります。この穴をガイドにしてドリル
加工をします。この時に5mmの超硬ドリルで行
ってください。奥のメインシャフトに向かってR
メインギアの表面から24mmの深さまでドリリ
ングしてください。

6  ドリリングが終了したら、ロックピンをねじ
込んでください。この時ロックピンにはロック剤
を塗らないでください。

7  カウンターボスとカウンターシャフトネジ山
部分を脱脂した後、カウンターボスのシャフト側
ネジ山部分にロックタイト♯620をたっぷり塗
布し、手で軽く締め、32mmソケットレンチで
110Nmで締め付けます。

8  カウンターボスとカウンターギアの接触部分
に油脂を塗り、カウンターボスにカウンターギア
を挿入し、その溝にブレーカーキーを挿入してく
ださい。

9  ボルト（10×10）を25Nmで締め付けてく
ださい。この時にネジ山部分にロックタイト（赤
強硬度）を塗布してください。

警告：ブレーカーキーにはロック剤は絶対に塗
らないでください。
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Billet 6S-H

STEP 2 セーフティートリガー及びシフトアームの取り付け方

ピストンの動きがしぶいとクラッチの切れが悪くなります。

Billet 6S

Rギアの取り付け作業がすべて終了したら、クラッチの調整を行います。以下の手順をご参照ください。

1 ダービーカバーを取り外します。

2 クラッチワイヤーをできるだけ緩めておきます。

3 次にクラッチアジャスターのロックナットを緩めます。

4 ロックナットが緩んだら、アジャスターを指でできるだけ締め込み、底尽きした時点から1/4回
転戻し、ロックナットをロックします。

5 シャフト側の調整が終了したら、先ほど緩めておいたワイヤーを適度に調整します。

6 クラッチ調整が終了したらダービーカバーを取り付けて、すべての作業を終了します。

注意：クラッチ切れのストロークが少ないと、Rギアの抜けが著しく悪くなります。
注意：ビレット6Sは構造上、熱膨張により調整具合が若干変化します。

5  調整
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1  クラッチを握りシフトを1速に入れます。

2  Rシフトノブをまわし、Rギアを入れます。

3  1速からニュートラルに入れるとリバースON。クラッチとブレーキの操作でバックさせます。

4  リバースOFFは、シフトレバーを戻すだけで通常運転に戻ります。

6  操作方法

注意：バックする時はアクセル開度はほぼ全閉。アイドリングにきわめて近い状態(1300rpmくらい)がベストです。

注意：Rギアが入っている状態では前進ギアの操作はしないでください。万一前進ギアに入れてしまった場合、
Rギアは解除されますが、まれに途中ポジションで止まっている場合がありますので、Rギアを【OFF】の位
置に戻してください。

注意：前進走行時には絶対Rギアを操作しないでください。ギアボックスが破損し重大な事故を起こす可能性があります。

必ずローギアに入れ、ミッションの回転を止めてから、バック操作を行ってください。

警告：シフトを１速にせずにニュートラルからＲギアに入れると、セーフティーブレーカーが切れます。セーフティーブレー
カーが作動した場合は、ＲギアをOFFの状態にして走行してください。その後速やかにブレーカーの交換を行ってください。

ブレーカーキーは消耗品です。使用状況により定期点検を待たず消耗してしまうことがあります。

Billet 6S

車検時（または2年に1度）の定期点検を必ず行ってください。
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当製品の保証に関しましては、下記の条件を満たしていただいた場合のみに成立いたします。

○お客様がご購入の際、製品をお買い上げしただいた販売店より十分な説明を受けていること。

○下記所定の欄に販売店の名称、所在地の記入・捺印があること。

○ お客様ご自身が当製品に関して販売店より説明を受けた後、ご自身でこの説明書をご一読いただき、
なおかつ販売店からの説明をよく理解した上で、署名をいただくこと。

○保証の内容につきましては、本キットのみ保証とさせていただきます。

※販売店へのお願い
14ページの記入欄すべてに必要事項をご記入の上、1週間以内に弊社宛にFAXをお願いします。
なお保証期間は3年間、または3万kmのうち、早い方とさせていただきます。

7  保証に関して
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氏名

私は販売店より「手動式リバースギアキット」の説明を受け、本書の「操作方法」
を読み、製品に関して十分な理解をしています。

8  所有者記入欄

車種

形式 サイドカー 二輪 トライク その他 (いずれかに○)

走行距離

車体番号

取り付け日

登録番号

その他ご意見ご要望などありましたらご記入ください。

販売店名記入

シリアルナンバー

作業者名記入


